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≪編集後記≫ 
「藝術」第18号をお届けします。 
今年1995年10月には、大阪芸術大学の母体である塚本学院が創立

50周年を迎えました。この50年の歳月は、終戦直後に発足したこと

で、戦後半世紀の日本の、ひいては世界の歴史と相覆う、ひと言で

は尽くせぬ多事多難の道程を共有して歩いてきたことを意味してい

ます。本学の歴史は50年にはまだ及びませんが、創刊（1970）以来

号を重ねてきました「藝術」の内容もまた、おのづからその歩みを

語ってきたといえましょう。去る1月の阪神の大震災では、学生を

含む本学関係者にも少なからぬ被害者が出ました。しかしながら、

おかげさまで無事に発刊の運びになりましたこの「藝術」18号をも

って祝意になればと思います。 
今回もまた多様な研究・制作の成果と活動の現場からの報告が寄

せられました。各専門課題に対する沈潜とともに社会に直結した構

想と発言もあります。芸術の実践と認識と相携えて活溌に交錯する

場こそ、何にもましてその教育の場の地固めとなり活力となりまし

ょう。その一端を担う「藝術」の一層の充実を期して、学内外の皆

様からのより厳しい御指導と御鞭達をいただきますようお願いいた

します。 
長い間学長として「藝術」の刊行を見守り執筆者（11号）でもあ

られた中根金作前学長が3月に、表紙を飾っていただいた津高和一

名誉教授（6号）が1月に震災のため、泉茂名誉教授（4号、13号）

が 5月に御逝去になりました。つつしんで心から御冥福をお祈りい 
たします。 
表紙は美術学科持田総章教授から提供と作成の労をいただきまし

た。 
執筆者はじめ、編集・発刊のためにそれぞれの立場で御協力下さ

いました諸氏に深謝いたします。 （山崎苳子） 
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